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�この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。�
この液晶モニタラックは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。�
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。�

完成図� 組立て部品�

 液晶モニタラック (SR-ＴL50・TL50M) 組立説明書�

★用意していただくもの・・�
�

スパナ×1

�

ストッパー付き�
キャスター×2 キャスター×2

タッピングネジ×4(M4×10）�
�

ボルト（大）×12（6×50）�
�

　手袋・プラスドライバー・マイナスドライバー� �

サイドフレーム （下）×左右一組�
�

ゴムハンマー×1

サイドフレーム（上）×2�
�

バックパネル×1

上棚×1

ジョイント×4
六角レンチ×2

ボルト（小）×4(M6×19）�
�

ナット×4�
�

マウステーブル付棚板×1

中棚×2

1 サイドフレーム（下）に、ゴムハンマーで上からたたいて�
ジョイントをはめこみます。　　　�

�

�

※左右同様に組み立てます。�

ゴムハンマー�

ジョイント�

�

手前� 手前�

上�

ジョイントはきつめに作られています。そのため、ゴムハンマーで�
たたき込む際にサイドフレームとこすれあってプラスチックのカス�
がでる事がまれにありますが、製品上の問題はありません。�

3 上下がジョイントされたサイドフレームを倒し、キャスター�
をとりつけます。�

サイドフレームの上と下をゴムハンマーで上からたたいて�
つなげます。�

2

ゴムハンマー�

※左右同様に組み立てます。�

上�

ジョイント�

サイドフレーム（上）�

手前� 手前�

�

手前�

キャスターはあらかじめ手で取り�
付けておき、最後にスパナで締め�
付けます。�

スパナ�

※左右同様に組み立てます。�

上�

�

ストッパー付キャスター�

ストッパー付キャスター�

手前�

上�



ボルト（大）�

上�手前�

※スライドレールのあるほうが内側です。�

上棚�

棚板�

棚板�棚板�

上�手前�

�

�

製品に関する�
お問い合わせ�

製品の品質管理には細心の注意をはらっていますが、万一、不都合な点や�
製品に関するお問い合わせなどございましたら、お買求めの販売店又は�
右記までお気軽にご相談下さい�

※凹凸のあるほうが手前を むくように取り付けます。�

�
真横から見た図�

手前�

ボルト（小）�

ナット�

サイドフレーム� バックパネル�

六角レンチを使いボルトとナットで取り付けます。�
ボルトは手前側になります。�

拡大図�

スライドレール�

タッピングネジ�
�

スライドレールに、図のよう�
にタッピングネジを通して�
棚板をとめます。��

サイドフレーム�

裏から見た図�

※角の丸いほうが手前です。�

手前�

マウステーブル�

※マウステーブル裏面のネジ穴と、スライド�
　レールの穴をタッピングネジでとめます。�

ネジ穴�

上�

手前�

バックパネル�

ナット�

ボルト（小）�

�

棚板裏面のプラスチックナットが�
ずれたり外れている場合には下図�
のように調整してください。�

マイナス�
　ドライバー�

プラスチックナット�

棚板裏面�

この状態が正しい�
位置です。�

�

サイドフレーム（左）に、棚板3枚と中棚をボルト（大）でとりつけます。　　�

6 ラックを起こし、ナットとボルト（小）を使ってバックパネルをサイドフレームにとりつけます。�

ボルト（大・6×50）�

使用ボルト�

ボルト（小・M6×19）�
�

使用ボルト�

スライドレールを手前にひきだし、マウステーブル付の棚板をタッピングネジでとめて完成です。�

タッピングネジ(M4×10）�
�

使用ボルト�

4 �

�

棚板裏面のプラスチックナットが�
ずれたり外れている場合には下図�
のように調整してください。�

マイナス�
　ドライバー�

プラスチックナット�

棚板裏面�

この状態が正しい�
位置です。�

4 と同様にボルト（大）で棚板に取り付けます。 サイドフレーム（右）を、　　�

ボルト（大・6×50）�

使用ボルト�

5

7

※角の丸いほうが手前です。�

裏から見た図�

手前��

※プラスチックナットの見えない�
　ほうが表です。�

プラスチックナット�

�
�

�

手前�

タッピングネジ�

上�

スライドレール�

99/04/HTIT


